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(1) n を自然数とし，log10 2 = 0:3010; log10 3 = 0:4771 とする．

j 10n < # 5
2
;m を満たす自然数 m に対し，5n < 2m を証明せよ．

k $ p3
2
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5000

< $ p3
2

<n¡1 を満たす n を求めよ．
(2) 実数 x;y が連立不等式

4x¡ 3y = 1; ¡2x+ 6y = 1

を満たすとき，log8(4x + 8y) の最小値を求めよ．� �
【テーマ】：指数不等式と領域の最大最小S Ð ]
(1) は常用対数をとって考えます．(2) は，領域を図示し指数関数の単調増加性を利用して最小値を求めます．g q
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(1) j 【証明】

10n < # 5
2
;m の両辺に常用対数をとると，

log10 10
n < log10 # 52 ;m

n < log10 # 1022 ;m = m(1¡ 2 log10 2)
よって，

2m¡ 5n > 2m¡ 5m(1¡ 2 log10 2)

= m(¡3 + 10 log10 2)

= m(log10 210 ¡ log10 103)

= m(log10 1024¡ log10 1000)> 0

ゆえに，示された． （証明終）

(2) 与えられた不等式の各辺に常用対数をとると，
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ここで，

log10

p
3
2
=
1
2
log10 3¡ log10 2 =

1
2
£ 0:4771¡ 0:3010 = ¡0:06245

log10
2

10000
= log10 2¡ log10 10

4 = 0:3010¡ 4 = ¡3:699

であるから，1 式は次のようになる．

¡0:06245£ n < ¡ 3:699< ¡ 0:06245£ (n ¡ 1)
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3:699
0:06245 < n <

3:76145
0:06245

59:2Ý< n < 60:2Ý

ゆえに，求める n の値は，n = 60ÝÝ(答)

(3) 与えられた連立不等式を満たす領域は，右図斜線部分で

境界線上の点を含むところである．
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ここで，x を固定して考えると，y が増加するとき，8y は

増加するので，log8(4x + 8y) の最小値は，y =
1
3
のと

きであり，log8(4x + 8
1
3 ) は x について単調に増加する

ので，x = 1
4
のとき，最小値をとる．

よって，求める最小値は，

log8(4
1
2 + 8

1
3 ) = log8 4 =

2
3
ÝÝ(答)
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独立小問の問題なので，特に問題間での関連はありません．

(1) は，常用対数をとり，n を m を用いて表します．不等式の証明の基本は，大きい方から小さい方を引いて正を

示すことなので，基本通りに証明を行えばできます．

(2) は，常用対数をとって対数の計算を地道に行います．小数計算があるので，計算間違いに注意しましょう．

(3) は，log8(4x + 8y) = k とおくと，y = log8(¡4xk + 8k) となり，グラフがかけなくなるため別の方法を考

える必要があります．ここでは，2 変数の最大値・最小値を求める際の考え方『1文字固定』と指数関数の単調増加性

を利用して求めます．
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